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学位論文審査結果の要旨
山下氏より提出された学位論文に関して、各審査委員によって個別に審査を行うと共に、平成１６年１月
２７日に開催された口頭発表の結果を踏まえて、同日に論文審査委員会を開催して協議を行った。その結果、
以下のように判定した。
高分子材料における変形挙動の数値解析は、幾何学的非線形性、材料非線形性、異方性、不均一性などを
考慮する必要があり、高精度の近似解を獲得する_ことが困難な場合が多い。本論文では、ポリブチレンテレ
フタレートおよびポリエステル系熱可塑`性エラストマーを使用した射出成形品を対象に、大変形領域で発生
するネッキング挙動および座屈挙動について、弾塑性理論を応用した独自の数値解析手法を提案し、高精度
の解析技術を確率している。その解析技術を用いて､著しい非線形性を示す変形挙動のメカニズムを解明し、
射出成形品における変形挙動の制御方法および最適設計を提言している。さらに、ガラス強化樹脂を使用し
た射出成形品におけるそり変形挙動の数値解析についても研究し、実験解析からガラス繊維の配向挙動にお
ける層構造の形状依存性を見出し、実際の挙動を反映した斬新な積層構造モデルを確立している。その積層
構造モデルを用いた数値解析により、成形品のそり変形挙動を精度良〈予測することが可能となり、ガラス
強化樹脂のそり変形挙動のメカニズム解明が可能となった。以上の成果は、学術面のみならず、射出成形品
の製品設計および生産技術に対する重要な指針を与え、当該研究分野の発展に大きく寄与するものである。
従って、本論文は博士（工学）の学位に値するものと判断する。
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